
回顧と抱負(23/24)       (as of 2023-12-25) 

今年も、残すところわずかになった。 

予定されていた催し物(元気会、同期会、忘年会、等々)にもほとんど参加させ

て貰った。 

実家(淡路島)への墓参りも友人の助けを借りて一日で済ませて帰阪した(12/22)。 

そして、この時期、恒例になっていた会社時代の P-D-Cを思い出した。 

そんな流れの中で、簡略・『回顧と抱負』(2023/2024)を大雑把に書き出して見た

のが( 多分、今回が最後になる気がする・・が・)、下記である。 

===== 

回顧(2023) 

A.私事では 

・今年は、総じて順調に乗り切れた感がする。 

・体力的には、年相応に老化は進んでいる・(特に、脚力と視力・) 

・念願であった民子の七回忌と両親の 37回忌の追善供養が果たせた。 

・個人的には、結構な一人旅をさせて貰った。 

1.桜旅と鉄旅と船旅:・・宇和島(八幡浜—別府)、九大(門司-神戸)・フエリー、 

鉄路:では、久大線で松岡夫妻を篠栗に尋ねて・瀬戸内周遊・(4/7～4/12)。 

2.四国八十八札所巡礼内・「讃岐の國」を踏破(吉田さんと)      (5/9～5/13)。 

3.山旅「木曽駒・赤沢森林公園散策」・(JTB ツアー便乗)    (7/20～7/21)。 

4.風の盆と上高地・安曇野散策    写真家(永原氏)と再会 (9/3～9/5)。 

5. 20 年振りの海外旅行・(スイスとネパール・)。・ 

・スイスは民子との約束の地(グリンデルワルト)を尋ねて (6/27～7/5)。 

 「また来たいね、お父さん・・」と言っていた(20年前 2003/7)・・ 

・ネパールは、日本の桜のルーツ)を追って・・     (10/23～10/29)。 

 野生の「ヒマラヤサクラ」確認とエベレスト(8846m) 遠望出来た。 

**別途、(PDF版)「スイス紀行」と「ヒマラヤ紀行」として遺す予定 

B.・・世の中では・・ 

・ロシアとウクライナ戦争(収束は難?・・国連の機能は??) 

・コロナ規制緩和 (五類~)・また、ゾロ、ゾロ・・ 

・物価高進む (この機に儲ける人も多い、特に商人は、何時の世も・・) 

・国の予算規模 112 兆円・・(一兆円を超えたのは何時だったか・・??) 

・安全保障 (国と食の安全保障は?? 

・政治と金と宗教の問題は続く・・貧富の格差が広がる・・・ 

・法治社会、資本主義の限界が問われている。 

 混迷の年でり、災害と人災と混迷の世紀が続く !! 



=================================== 

抱負(2024 への)、(希望的) 

1年末年始は北陸で・・雪の立山遠望(四度目の挑戦) 

 孫達の健康と入学祈願 

2.「桜と山と風の盆」の旅は続けたいが・ 

・桜は: 

・山は: 

・.風の盆と上高地周遊(・・希望的であるが・・) 

3.総括の仕上げ 

・相続、義理を欠くこと、迷惑を掛けない様に身の回りを始末する。 

・一方、欠礼の薦めと実行!! (相手にとっては厄介である事を知る・・) 

4.命日(86歳)迄努力するが後は自然体で寿命を待つ・・ 

 (杉内さんに教わった決め打ちの目標であるが・・) 

===== 

書き終わって、・・特にないのである・・!!・・。 

                     以上    as of (2023-12-25) 


